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( 科目コード：8800620067AA)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】総合工学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・2 年次
【担当教員】

青木 利澄
三上 卓
中村 希望
佐々木 悟
井草 勝
寺岡 浩仁
高橋 史子
大澤 武克
星 正敏

【授業目標・教育方針】
異なる分野の幅広い工学基礎の知識と最も得意とする工学の知識を融合することにより、専門分野を広い視野でとら
えることができ、将来、より高度な技術的課題にとりくむことのできる基礎となる能力を養う。

【授業概要】
毎年度、１つのテーマを設定し、このテーマに沿った事項を各専門分野の立場から取り上げ講ずる（14 回分）。今年
度のテーマは「安全」である。各講師（2 名の場合もある）が、それぞれ２回分の講義（工場見学等も含む）を担当
し、担当分が終了した段階で、学生にレポートを課し、評価する。初回はガイダンスを行う。以上の講義を受ける中
で、学生は与えられたテーマに関った問題設定を自ら行い、それについて資料調査し、得られた事実に基づいて自ら
の考えを述べた総合報告書を作成、提出する。報告書は A4 判（40 字× 30 行）4 ～ 8 枚（図表など含む）とする。

【教科書・教材・参考書 等】
各担当教員が指定する文献、または配布資料など

【メッセージ】
科目「総合工学」の趣旨を十分理解して、授業に臨んで下さい。

【成績評価方法】
［後期］各講師（2 名の場合もある）が行なう 2 回分の講義に対するレポートの評価：10 点× 7 ＝ 70 点満点　総合報
告書：30 点満点。尚、総合報告書は専攻科委員会に所属する教員により評価基準に基づいて評価する。単位の認定は
レポート及び総合報告書の評価に基づいて専任教員が行う。

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力
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【授業計画】（授業名：総合工学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ガイダンス 「総合工学」の科目のねらいと授業の進め方、学び方、
総合報告書の書き方および成績評価の方法について説
明する。

第 2・3 回 耐震・免震・制振 ( 震 ) 環境都市分野における地震に対する安全性を講義す
る．構造物の地震に対する安全性を確保するための技
術である「耐震・免震・制振 ( 震 )」を解説し，その仕
組みや最新技術について，過去の地震による被害事例
を踏まえて解説する。（三上）

レポート

第 4・5 回 知的財産権から見た法的安全性 特許権侵害により会社が多大な損害を被らないために
は事前の特許調査が不可欠である。また、せっかく新
たな技術を開発したとしても、その技術について既に
特許出願されていたために、開発を断念せざるを得
ず、投資した費用や労力が無駄になることもある。こ
のような重複研究・重複投資を避けるためにも、特許
調査が不可欠である。本授業においてはインターネッ
トを用い自己の研究テーマについて特許調査を実際に
行うことにより、特許調査の仕方を学ぶとともに、自
己の研究の分野においてどのような特許出願がなされ
ているかを知り、今後の研究の発展に繋げることを目
的としている。( 中村）

レポート

第 6 回 車載電装品の信頼性（安全）保
証 ( その 1)

車は全世界で使われる事を想定しており電装品に対し
厳しい環境下での動作保証が求めら　れる。開発に於
ける信頼性保証の考え方をＰＳＤ（Power Slide Door）
を実例に交え　て説明する。
（佐々木）

第 7 回 車載電装品の信頼性（安全）保
証 ( その 2)

実験設備や生産工場の見学を通して、電装品が実際に
市場に出るまでの過程を１回目の説　明と重ねながら
体感して貰う。（佐々木）

レポート

第 8 回 「モノづくり」と「安全」　
( その 1)

新商品開発の各ステップの概要を説明し、特にその中
の「モノづくり」と「安全」について、実際に開発時
に使用したＦＭＥＡ（Failure　Mode　and　Effects　
Analysis）やＦＴＡ (Failure　Trees　Analysis) の資料等
を交えてより実践的な講義を行い、学生にモノづくり
の楽しさと厳しさを実感して貰いたい。
　１回目は、商品開発の実際とＦＭＥＡ、ＦＴＡの使
い方及び事例紹介等の講義中心の授業を行う。（井草）

第 9 回 充電式電池による環境・安全へ
の取り組み
( その 1)

乾電池のように気軽に使え、充電して繰り返し使える
「充電式電池」の環境・安全・経済性メリットを紹介
する。第 1 回では、電池のしくみ・分類・主な用途を
紹介し、近年開発に成功したニッケル水素電池
「eneloop」の開発背景・技術内容・使用メリットを環
境・安全側面から紹介する。（寺岡）

第 10 回 「モノづくり」と「安全」　
( その 2)

２回目は、サンデン（株）赤城事業所の工場見学を主
体に研究開発～生産までの一連のステップを現場で体
験する。( 井草）

レポート

第 11 回 充電式電池による環境・安全へ
の取り組み
( その 2)

乾電池のように気軽に使え、充電して繰り返し使える
「充電式電池」の環境・安全・経済性メリットを紹介
する。第 2 回目では、近年開発に成功したニッケル水
素電池「eneloop」の優れた環境・安全適合性（省資
源・省エネ・リサイクル）、クリーンな社会意識形成
への当社の取り組みについて紹介する。またアンケー
ト調査結果を通して、将来の商品開発を環境・安全側
面から共に考える。（寺岡）
　

レポート

第 12 回 人工衛星における安全 人工衛星は、その打ち上げから実際の運用にあたり、
厳しい環境条件への対応が求められる。ここでは、人
工衛星の「安全性」という観点から人工衛星の製造お
よび実際の運用において配慮すべき事項について説明
する。（高橋）

第 13 回 「安全・安心」における人工衛星 人工衛星に搭載する各種センサについておよび本セン
サより取得した情報技術にについて、特に「安全・安
心」という観点から防災等への活用について説明す
る。（高橋）

レポート

第 14 回 危険と安全、有害と衛星 私たちが仕事をする場所には必ず『危険・有害』な事
象が伴う。土木建築工事において墜落事故や化学物質
による疾病、爆発事故はその典型例であり、死傷・物
的損害を伴う。労働安全衛生法ならびに関係規則の要
旨を説明するとともに、衛生関連の事故事例を紹介
し、発生原因や対策について討議を行うとともに、昨
今安全衛生業界筋で流行語となっている『リスクアセ
スメント』についてもさわりを講義に取り入れたい。
（大澤）

- 2 -



群馬工業高等専門学校　2008 年度シラバス　8800620067AA/20090708

第 15 回 化学物質の安全性確保について 化学物質は、私たちの生活と密接な関係があり、素材
や製品として生活に多いに役立っているが、反面、生
態系の被害や地球環境の破壊などの原因にもなってい
る。化学物質の安全性確保のための法規制及び総合安
全管理の現状について講義する。（星）

レポート
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